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日本ハム株式会社 

  

「業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況」、「会社の支配に関する基本方

針」、「連結持分変動計算書」、「連結注記表」、「株主資本等変動計算書」及び「個別注記表」

に つ き ま し て は 、 法 令 及 び 当 社 定 款 の 規 定 に 基 づ き 、 当 社 ホ ー ム ペ ー ジ

（https://www.nipponham.co.jp/corporate/ir/events/generalmeeting/）に 掲 載 す る こ

と に よ り株主の皆様へご提供しております。   



 

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況 

  【業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項】 

   ① 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

(a) 当社は、企業理念、経営理念のもと、企業理念の実現に向けた行動指針の実践的運用と徹底のため、

ニッポンハムグループグローバル行動基準を定める。日本ハムグループの役員及び使用人はこれを遵守

する。 

       (b) 日本ハムグループの役員は、法令、定款、ニッポンハムグループグローバル行動基準を含む社内規程

等の遵守を率先して垂範するとともに、使用人に対し周知徹底する。 

(c) 日本ハムグループ全体のコンプライアンスに関する方針や施策を総合的に検討するためにコンプライア

ンス委員会を設置する。当社コンプライアンス部は、定期的及び必要に応じてニッポンハムグループグロ

ーバル行動基準の見直しを行い、日本ハムグループの役員及び使用人に周知徹底するものとする。 

       (d) 代表取締役社長が指名した役員を委員長とするコンプライアンス委員会を定期的に開催し、コンプラ

イアンスの浸透状況や具体的な問題点及び課題等を取締役会に報告する。 

       (e) 日本ハムグループにおける法令遵守上疑義のある行為等について、使用人が直接通報を行う手段を確

保するものとし、コンプライアンスの社内相談窓口及び社外相談窓口を設置・運営する。 

②   取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

(a)  取締役は、その職務に係る以下の文書（電磁的記録を含む。以下同じ。）その他の重要な情報を、文書 

取扱に関する定めに基づき、それぞれの担当職務に従い適切に保管しかつ管理する。 

     イ. 株主総会議事録と関連資料 

ロ. 取締役会議事録と関連資料 

ハ. 取締役が主催するその他の重要な会議の議事の経過の記録又は指示事項と関連資料 

ニ. 取締役を決定者とする決定書類及び付属書類 

ホ. その他取締役の職務の執行に関する重要な文書 

(b) 代表取締役社長は、上記(a)における情報の保存及び管理を監視・監督する責任者となる。代表取締役社

長は、会社法所要の議事録の作成に係る職務を行う。 

(c) 上記(a)に定める文書は、少なくとも 10年間保管するものとし、必要に応じて閲覧可能な状態を維持す 

る。 

③  損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

(a） リスク管理に関する定めを制定し、日本ハムグループ全体のリスク管理に関する方針や施策を総合的に

検討するためにリスクマネジメント委員会を設置するほか、日本ハムグループのリスクを統括的に管理し、 

リスク管理体制を明確化する部署をコンプライアンス部とする。 

(b) コンプライアンス部は、関係部署と連携し、リスク管理に関する定めに基づき想定されるリスクに応じ

た平時の予防体制及び有事の際の迅速かつ適切な情報伝達と緊急体制を整備する。 

(c) コンプライアンス部は、日本ハムグループにとって重要なリスクを選定し、グループ全体視点で合理的

かつ最適な方法で管理することを目的としてリスクマネジメント委員会を定期的に開催し、リスク情報の

共有、対応確認を行う。 

(d) 監査部は、コンプライアンス部及び事業部門関係部署と連携し、各部署の日常的なリスク管理状況を監

査する。 
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④  取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

(a) 取締役会の意思決定の透明性と妥当性を高めるため、原則として取締役のうち複数名は社外取締役とす

る。 

(b) 取締役会は、取締役会が定める経営機構、代表取締役及び業務執行取締役・執行役員等の職務分掌に基

づき、代表取締役及び業務執行取締役・執行役員に業務の執行を行わせる。 

(c) 代表取締役及び業務執行取締役・執行役員に業務執行の決定を委任された事項については、職務権限規

則に定める機関又は手続きにより必要な決定を行う。職務権限規則については、法令の改廃・業務執行の

効率化の必要がある場合は、随時見直すものとする。 

⑤  使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

(a) 当社は、使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため、企業理念、経営理念、行

動指針、ニッポンハムグループグローバル行動基準の実践的運用と徹底を行う体制を構築する。また、代

表取締役及び業務執行取締役・執行役員に、日本ハムグループの使用人に対するコンプライアンス教育・

啓発を行わせる。 

(b) 日本ハムグループの使用人は、日本ハムグループ各社における重大な法令違反その他のコンプライアン 

スに関する重大な事実を発見した場合、日本ハムグループ会社情報管理規程に従って日本ハム株式会社コ 

ンプライアンス部に報告するものとする。コンプライアンス担当役員は、当該報告された事実についての 

調査を指揮・監督し、当該部署は調査で判明した事実関係を確認し、専門性の観点から関係部署と連携し 

て是正措置及び再発防止策を策定し、実施する。 

(c) 重要な情報については、その内容と会社の対処状況・結果につき適切に日本ハムグループの役員及び使 

用人に開示し、周知徹底する。 

(d) 代表取締役社長は、監査部を直轄する。監査部は、代表取締役社長の指示に基づき業務執行状況を監査

する。なお、品質に関する監査は品質保証部が行う。 

⑥  当該株式会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

(a) ニッポンハムグループグローバル行動基準を日本ハムグループの役員及び使用人が法令・定款及び社会

規範を遵守した行動をとるための行動基準とする。 

(b) 上記(a)の徹底を図るため、コンプライアンス部においてコンプライアンスの取組みを横断的に統括す

ることとし、同部を中心に日本ハムグループの役員及び使用人に対する教育等を行う。 

(c) 日本ハムグループの代表取締役及び業務執行取締役・執行役員は、各部門の業務執行の適正を確保する

ため、主要業務管理規程を整備するなど、内部統制の確立に努める。 

(d) 監査部は、子会社を定期的な監査の対象とし、日本ハムグループ各社の業務を所管する事業部と連携し 

て監査する。当該監査の結果は当社の代表取締役社長に報告する体制とする。 

    (e) グループ監査役室は、子会社取締役から独立した子会社監査役による監査の実施及び関係部署との連携 

を強化することにより、日本ハムグループの監査機能及び内部統制の強化を図り、子会社全体のあるべき 

監査体制の確立及び実現に向けて必要となる組織作りと人財の育成を行う。 

    (f) 当社は、子会社の経営の自主性及び独立性を尊重する。但し、子会社において経営上重要な事項を決定 

     する場合は、職務権限規則に基づき、当社へ事前承認、事前調整及び報告が行われる体制を構築する。 

(g) 当社と子会社との取引（子会社間の取引を含む）については、市場原理に基づき、第三者との取引と比

較して著しく有利又は不利にならないようにし、必要に応じて専門家に確認する等、取引の透明化を図る

体制とする。 
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(h) 子会社が企業集団として実施するリスク管理について、当社はその状況を把握し、改善の指導を行う体

制とする。 

(i) コンプライアンス窓口を設け、日本ハムグループ内の全使用人が社内相談窓口及び社外相談窓口に直接

通報できる制度を設けるとともに、日本ハムグループ内部通報規程を制定し、日本ハムグループの役員及

び使用人に周知徹底を図る。当社は、当該通報を行った者に対して、解雇その他の不利益な取扱いを行わ

ない。 

(j) 日本ハムグループ内部通報規程に基づき、日本ハムグループの役員による法令違反や不正行為等につい

ての通報を促すために、役員を通報対象とする相談窓口を設置する。 

(k) 当社及び子会社において、法令及び社内規程等に違反又はその懸念がある事象が発生又は発覚した場合、

日本ハム株式会社コンプライアンス部に報告する体制とする。 

(l)日本ハムグループは、社会の一員として社会秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは取引関係を含

めて一切関係を持たず、不当要求に対しては毅然として対応する。ニッポンハムグループ行動基準（日本

版）に反社会的勢力に対する対応を定めて日本ハムグループで徹底するとともに、当社総務部において不

当要求の情報収集や管理を行い、反社会的勢力に対するリスクの軽減を図る。 

(m)日本ハムグループは、財務報告の信頼性を確保するよう体制を構築し、関係する諸規程を整備するととも

に、担当部門及び監査部門がその運用状況について定期的に評価を行って問題点を発見し、改善する仕 

     組みを構築する。また、会計基準や関連法規を遵守するための教育や啓蒙を行い、財務報告に係る内部統 

     制の充実を図る。 

(n) 外国の子会社については、合理的な範囲で、本方針に従った適切な内部統制を整備・運用させる。各国 

の法制等が許容する範囲で当社が設定した個別の内部統制の手続・制度及び会計処理・報告方法を適用さ 

せる。 

⑦  監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役からの独立性に関する事項、当該使 

用人に対する指示の実効性の確保に関する事項 

(a) 監査役の職務を補助すべき使用人として、監査役スタッフを置く。 

(b)  監査役スタッフの人数等は監査役会との間で協議のうえ決定する。 

(c) 監査役スタッフは監査役会専任とし、専ら監査役の指示に従ってその監査職務の補助を行う。 

(d)  監査役スタッフの任命、人事異動、人事評価、懲戒処分に際しては、予め監査役会の同意を得ることと

し、取締役からの独立性が確保できる体制とする。 

⑧  当該株式会社及び子会社の取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関 

する体制、報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制 

(a) 監査役は、取締役会に出席し、また監査役会の代表者は経営戦略会議等の重要会議に出席する。 

(b)  取締役は、次に定める事項を監査役会に報告する。 

イ.経営戦略会議等で決議された事項 

ロ.日本ハムグループに著しい損害を及ぼすおそれのある事項 

ハ.毎月の経営状況として重要な事項 

ニ.内部監査状況及びリスク管理に関する重要な事項 

ホ.重大な法令・定款違反 
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ヘ. ニッポンハムグループグローバル行動基準に反する事項 

ト.コンプライアンス窓口の通報状況及び内容 

(c) 当社の監査役が必要と判断したときは、いつでも当社の取締役、執行役員及び使用人並びに子会社の取

締役、監査役、執行役員及び使用人に対して報告を求めることができる。 

(d) 監査役に報告を行った者が、当該報告をしたことを理由として解雇その他の不利益な取扱いを受けない

ことを確保する。 

(e) 役員の法令違反や不正行為等についての通報に関する事実関係の調査は、監査役会が行う。監査役会は、 

 必要に応じて関連する部署のメンバーを加えた調査チームの設置と事実関係の調査を依頼することができ 

る。 

(f) 日本ハムグループの役員及び使用人は、当該調査に対して協力を求められた場合には、監査役会又は調

査チームに協力しなければならない。 

(g) 監査役会は、調査の結果、不正行為等が明らかになった場合には、取締役会等に報告しなければならな

い。調査の結果、不正行為等が明らかになった場合には、会社は速やかに是正措置及び再発防止策を講じ 

 なければならない。 

⑨  その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

(a) 原則として、監査役の過半数は社外監査役とし、対外透明性を担保する。 

(b) 監査役会による代表取締役及び業務執行取締役・執行役員並びに重要な使用人からの個別ヒアリングの

機会を設けるとともに、代表取締役、会計監査人それぞれとの間で定期的に意見交換会を開催する。 

(c) 監査役は、監査部の職員に監査業務に必要な事項を担当させることができる。監査部は、監査役会との 

協議により監査役の要望した事項の内部監査を実施し、その結果を監査役会に報告する。 

(d) 監査役会は、監査の実施にあたり必要に応じて、会社の費用で法律及び会計の専門家を活用することが 

できる。 

 

【業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要】 

① 内部統制システム全般 

 (a） 当社及びグループ会社の内部統制システムを整備・運用し、内部統制の目標を効率的に達成するため、 

   監査部が年間の監査計画に基づいて業務執行が適正かつ効率的に行われているかを監査しております。当事

業年度は当社 14部門、グループ会社 27社に対して監査を実施しております。 

(b)  財務報告に係る内部統制については、財務報告に係る内部統制管理規程に基づき、内部統制・ＪＳＯＸ評 

価委員会が当社グループの内部統制が適正に機能していることを確認し、代表取締役に報告しております。 

   ② コンプライアンス体制 

(a) グループ全体のコンプライアンスに関する方針や施策を総合的に検討する「コンプライアンス委員会」、グ 

ループ各社・各部門で取組みを進める「コンプライアンス推進委員会」、各コンプライアンス推進委員会の代 

表が具体策を検討する「コンプライアンスリーダー会議」を設置し、かつそれぞれの会議体が相互に連携を 

図っております。 

 (b)  コンプライアンスの浸透を図るため、階層別コンプライアンス研修・コンプライアンス大会・事業所勉強 

会を開催しております。当中計では、「みんなで育む『誇れる職場』～話し合い、認め合い、成長する～」 

を活動テーマに掲げ、ハラスメント防止や職場コミュニケーションの活性化に取り組みました。 
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(c)  日本ハムグループ内部通報規程に則った運用を進めることで、コンプライアンス経営の徹底を図っており 

ます。特に、当社グループの全使用人が、組織、部署、立場等に制約されることなく自由に相談・通報でき 

るよう、社内に一か所、社外に二か所設置し、不正行為等の防止と早期発見に努めております。また、公益 

通報者保護法の改正（2022年 6月施行）にあたり、公益通報に対応する従事者に対し、更なる守秘義務の徹 

底を図っております。 

③ リスクマネジメント体制 

 (a)  代表取締役社長により設置される「リスクマネジメント委員会」では、全社的なリスクを一元的にカバー 

  しており、各種リスクの識別、評価、重点リスクの特定及び対応方針の検討などに努めています。当事業年度 

  は 4回開催し、その検討結果について取締役会に報告しております。 

 (b) 大規模な事故、災害、不祥事等が発生したときは、危機対策本部を設置して対応に当たっております。 

④ グループ会社の経営管理 

 (a) 当社グループ各社の経営管理については、グループ各社の業務執行について重要度に応じて、当社の取締 

役会又は経営戦略会議をはじめとする経営会議、取締役又は執行役員の決裁、審査を受ける体制を構築して 

おります。 

 (b) 取締役会において、四半期毎に事業別業務執行状況の報告を受けております。 

        (c)  当社グループ会社の役員として期待される役割・責務を適切に果たすうえで必要な知識の習得及び情報・ 

意見交換の場として、法務部主催の勉強会（5月：新任役員対象、10月：全役員対象）、グループ監査役室主 

催の連携会議及び勉強会（年12回：監査役対象）を実施し、当社グループ会社役員のレベル向上及び業務監 

査支援体制の整備を進めております。 

⑤ 効率的な職務執行の体制 

   当社は、取締役会規則に基づき取締役会における決議事項等の意思決定のルールを明確化しております。当 

事業年度においては、取締役会を 18 回開催したほか、経営に関する重要事項を協議又は決定する機関である

経営戦略会議を 24回開催いたしました。 

⑥ 監査役の職務執行 

(a) 監査役は、取締役会のほか内部統制・ＪＳＯＸ評価委員会、リスクマネジメント委員会、ガバナンス会 

議、経営戦略会議等の重要会議に出席し、内部統制システムの整備・運用状況を確認しております。 

    (b) 監査役は、当社及び当社子会社の取締役、執行役員又は重要な使用人に対し事業の報告を求めるとともに、 

           当社及び当社子会社の業務及び財産の状況を調査しております。 

    (c) 監査役は、監査部及び会計監査人と定期的に情報・意見を交換する場を設けることにより、監査の実効性

を高めております。当事業年度は、監査部と 12回、会計監査人と 16回、それぞれ定期的に情報・意見を交

換する場を設けました。 

    (d) 監査役会に監査役スタッフを 3名配置し、監査役の職務が円滑に遂行できる体制にしております。 
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会社の支配に関する基本方針 

    当社の株式は譲渡自由が原則であり、株式市場を通じて多数の投資家の皆様により、自由で活発な取引をし 

ていただいております。よって、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方についても、当社株式 

の自由な取引により決定されることを基本としております。従って、当社の財務及び事業の方針の決定を支配す 

ることが可能な量の株式を取得する買付提案等があった場合は、賛同されるか否かの判断についても、最終的に 

は株主の皆様の自由な意思に依拠すべきであると考えております。但し、当社は株主共同の利益確保と企業価値 

の毀損防止の観点から、当社株式の大規模買付行為を行おうとする者に対し、株主の皆様が当該行為の是非を適 

切に判断するための必要かつ十分な情報の提供を求め、あわせて取締役会の意見等を開示し、株主の皆様の検討 

のための情報と時間の確保に努めるほか、金融商品取引法、会社法その他関係法令に基づき、適切な措置を講じ 

るものといたします。 
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（単位  百万円）

(注)記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。

- - -自 己 株 式 の 消 却 △ 0 △ 19,991 19,991 -

- △ 74- △ 74△ 74

その他の包括利益累計額

合 計確 定 給 付
制 度 の
再 測 定

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

在 外 営 業
活 動 体 の
換 算 差 額

小 計

連 結 持 分 変 動 計 算 書
（2024年４月１日から　2025年３月31日まで）

非 支 配
持 分

資 本 合 計
資 本 金

資 本
剰 余 金

利 益
剰 余 金

自 己 株 式

親 会 社 の 所 有 者 に 帰 属 す る 持 分

539,202

当 期 利 益 26,585

- 8,817 22,380 31,197 527,503 11,6992024 年 ４ 月 １ 日 残 高 36,294 71,110 390,305 △ 1,403

- 26,585 1,218

1,833

当 期 包 括 利 益 - - 26,585 -

27,803

そ の 他 の 包 括 利 益 1,963 △ 1,129 1,870 1,870

1,870 28,455 1,1811,036 1,963 △ 1,129

1,036

29,636

配 当 △ 12,217

△ 37

△ 12,318- △ 12,217 △ 101

自 己 株 式 の 取 得 △ 52 △ 20,119 - △ 20,171 -

797

△ 20,171

自 己 株 式 の 処 分 42 755

株 式 報 酬 取 引

-- 797

-

所 有 者 と の 取 引 額 等
合 計

- △ 84 △ 29,101 627 △ 3,107 △ 31,665 △ 101

△ 2,071
その他の包括利益累計額
から利益剰余金への振替

3,107 △ 1,036 △ 3,107 - -

12,779 537,072

△ 31,766

2025 年 ３ 月 31 日 現 在 36,294 71,026 387,789 △ 776 - 8,709 21,251

△ 1,036 △ 2,071 -

29,960 524,293
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（連結計算書類作成のための基本となる事項に関する注記）

(1)　連結計算書類の作成基準

(2)　連結範囲及び持分法の適用に関する事項

65社

６社

(3)　会計方針に関する事項

1.　金融商品の評価方法及び評価基準

連   結   注   記   表

　当社グループの連結計算書類は、会社計算規則第120条第１項の規定により、国際会計基準（以
下、「IFRS会計基準」）に準拠して作成しております。ただし、同項後段の規定に準拠して、IFRS会
計基準により要請される記載及び注記の一部を省略しております。

連 結 子 会 社 数

(ⅲ)認識の中止
　当社グループは、金融資産から生じるキャッシュ・フローに対する契約上の権利が消滅した場合、又
は、当該金融資産が譲渡され、所有に係るリスク及び経済価値の全てを移転する場合に、当該金融資産
の認識を中止しております。

(ⅳ)金融資産の減損
　償却原価で測定する金融資産及びその他の包括利益を通じて公正価値で測定する負債性金融資産につ
いては、将来発生すると見込まれる信用損失を控除して表示しております。当社グループは当該金融資
産について、当初認識以降信用リスクが著しく増加しているか否かを評価しております。
　当該信用リスクが当初認識以降に著しく増大していない場合は、当該金融商品に係る貸倒引当金を
12ヶ月の予想信用損失に等しい金額で測定しております。一方、信用リスクが当初認識以降に著しく増
大している場合は、当該金融資産に係る貸倒引当金を全期間の予想信用損失に等しい金額で測定してお
ります。
　ただし、営業債権及びその他の債権については常に貸倒引当金を全期間の予想信用損失に等しい金額
で測定しており、当該測定金額は、純損益で認識しております。

②　非デリバティブ金融負債
(ⅰ)当初認識及び測定
　当社グループは、当社グループが発行した負債証券を、その発行日に当初認識しております。その他
の金融負債は全て、当社グループが当該金融商品の契約の当事者になる取引日に認識しております。
　当社グループは、非デリバティブ金融負債として、有利子負債、営業債務及びその他の債務を有して
おり、当初認識時に公正価値からその発行に直接起因する取引コストを減算して測定しております。

(ⅱ)事後測定
　金融負債の当初認識後の測定は、実効金利法により償却原価で測定しております。

持 分 法 適 用 会 社 数

①  非デリバティブ金融資産
(ⅰ)当初認識及び測定
　当社グループは、営業債権及びその他の債権を、これらの発生日に当初認識しております。その他の
全ての金融資産は、当社グループが当該金融商品の契約当事者となった取引日に当初認識しておりま
す。当社グループは非デリバティブ金融資産の当初認識時において、償却原価で測定する金融資産、そ
の他の包括利益又は純損益を通じて公正価値で測定する金融資産に分類しております。それぞれの分類
及び測定モデルの概要は以下のとおりであります。
償却原価で測定する金融資産
　公正価値に取引コストを加算して当初測定しております。
その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産
　公正価値に取引コストを加算して当初測定しております。
純損益を通じて公正価値で測定する金融資産
　公正価値で当初測定し、取引コストは発生時に純損益で認識しております。

(ⅱ)事後測定
　金融資産の当初認識後の測定は、その分類に応じて以下のとおり測定しております。
償却原価で測定する金融資産
　実効金利法により償却原価で測定しております。
その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産
　公正価値で測定し、その変動はその他の包括利益で認識しております。
　ただし、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産からの配当金については、純損益で
認識しております。
純損益を通じて公正価値で測定する金融資産
　公正価値で測定し、その変動は純損益で認識しております。

(ⅲ)認識の中止
　当社グループは、金融負債が消滅した場合、つまり、契約上の義務が履行、免責、取消又は失効と
なった場合に、金融負債の認識を中止しております。

③  デリバティブ及びヘッジ会計
　当社グループは、為替リスクをヘッジするために、デリバティブとして為替予約を利用しておりま
す。これらのデリバティブは、契約が締結された時点の公正価値で当初測定し、その後も公正価値で事
後測定しております。
　デリバティブの公正価値変動額は連結損益計算書において純損益として認識しております。
　なお、当社グループは、ヘッジ会計を適用しておりません。
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2.　棚卸資産の評価方法及び評価基準

3.　農業会計

4.　有形固定資産

5.　リース

6.　無形資産及びのれん

　個別で取得した無形資産は、当初認識時に取得原価で測定しております。企業結合により取得し、
のれんとは区分して認識した無形資産は、取得日の公正価値で測定しております。
　無形資産の測定においては原価モデルを採用し、取得原価から償却累計額及び減損損失累計額を控
除した価額で計上しております。
　耐用年数を確定できる無形資産の償却は、それぞれの見積耐用年数にわたり、定額法によっており
ます。
　のれんは、取得日時点で測定した取得対価、非支配持分の金額、及び取得企業が以前に保有してい
た被取得企業の資本持分の公正価値の合計額から、取得日時点における識別可能な取得資産及び引受
負債の純認識額（通常、公正価値）を控除した額として測定しています。のれんについては、償却は
行わず、毎期又は減損の兆候を識別した時に、減損テストを実施しております。
　取得原価から減損損失累計額を控除した価額で計上しております。

　当社グループは、契約時に特定された資産の使用を支配する権利が一定期間にわたって対価と交換
に移転する場合には、当該契約はリースであるか又はリースを含んでいると判定しております。
　上記に該当するリース契約について、当社グループはリース開始日に使用権資産及びリース負債を
認識しております。
　リース負債については、リース開始日におけるリース料総額の未決済分の割引現在価値として当初
測定を行った金額で認識しております。リース料総額の未決済分の割引現在価値を算定する場合に使
用すべき割引率は、実務上可能な場合にはリースの計算利子率とし、実務上不可能な場合には、借手
の追加借入利子率を用いております。なお、リース料は利息法に基づき金融費用とリース負債の返済
額に配分し、金融費用は連結損益計算書にて、使用権資産に係る減価償却費と区分して認識しており
ます。また、使用権資産については、リース負債の当初測定額に当初直接コスト、前払リース料等を
調整し、リース契約に基づき要求される原状回復義務等のコストを加えた額で当初の測定を行ってお
り、リース期間にわたり定額法又は他の規則的な基礎のいずれかによって減価償却を行っておりま
す。
　ただし、当社グループはリース期間が12ヶ月以内の短期リース及び少額資産のリースについて、使
用権資産及びリース負債を認識しないことを選択しており、これらのリースについては、リース料総
額をリース期間にわたって定額法又は他の規則的な基礎のいずれかによって費用として認識しており
ます。

　棚卸資産は取得原価と正味実現可能価額のいずれか低い金額で測定し、原価の算定にあたっては、
平均法を使用しております。棚卸資産の取得原価には、購入原価、加工費、及び棚卸資産が現在の場
所及び状態に至るまでに発生したその他の全ての費用を含んでおります。
　また、正味実現可能価額は、通常の営業過程における見積売価から、完成に要する見積原価及び販
売に要する見積費用を控除して算定しております。

　生物資産について、公正価値が信頼性をもって測定できる場合は、当初認識時及び期末において、
売却費用控除後の公正価値で測定しております。当該会計処理に伴う公正価値の変動額は、純損益と
して認識しております。一方、公正価値が信頼性をもって測定できない場合は、取得原価から減価償
却累計額及び減損損失累計額を控除した額で測定しております。
　生物資産から収穫された農産物は、収穫時において公正価値から売却費用を控除した金額で棚卸資
産に振り替えております。

　有形固定資産の測定においては原価モデルを採用し、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累
計額を控除した価額で計上しております。減価償却は、償却可能価額をそれぞれの見積耐用年数にわ
たり、定額法によっております。
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7.　非金融資産の減損

8.　退職後給付

9.　株式に基づく報酬

10.　収益

　棚卸資産、生物資産、繰延税金資産及び退職給付に係る資産を除く非金融資産について、当社グ
ループは、各報告期間の期末日に減損の兆候の有無を判定しております。減損の兆候が存在する場
合、当該資産の回収可能価額の見積りを行っております。のれん及び耐用年数を確定できない無形資
産については、毎年同時期及び減損の兆候がある場合にはその都度、当該資産の回収可能価額の見積
りを行っております。
　資金生成単位は、他の資産又は資産グループのキャッシュ・インフローから概ね独立したキャッ
シュ・インフローを生み出す最小の資産グループとしております。
　資産又は資金生成単位の回収可能価額は、処分コスト控除後の公正価値と使用価値のいずれか高い
方の金額としております。使用価値の算定にあたり、見積将来キャッシュ・フローは、貨幣の時間価
値及び当該資産に固有のリスクを反映した割引率を用いて現在価値に割り引いております。
　のれんの減損テストを行う際には、のれんが配分される資金生成単位を、のれんが関連する最小の
単位を反映して減損がテストされるように統合しております。企業結合により取得したのれんは、結
合のシナジーが得られると期待される資金生成単位に配分しております。
　資産又は資金生成単位の回収可能価額が帳簿価額を下回る場合、帳簿価額を回収可能価額まで減額
し、減損損失を認識しております。資金生成単位に関連して認識した減損損失は、まずその単位に配
分されたのれんの帳簿価額を減額するように配分し、次に資金生成単位内のその他の資産の帳簿価額
を比例的に減額しております。
　減損損失戻入の兆候が存在する場合、当該資産の回収可能価額の見積りを行い、当該回収可能価額
が帳簿価額を上回る場合、減損損失を戻入れております。
　戻入の金額は、減損損失を認識しなかった場合の減価償却費又は償却費控除後の帳簿価額を超えな
い金額を上限としております。

　当社グループは、退職後給付制度として、確定給付年金制度及び退職一時金制度からなる確定給付
制度並びに確定拠出年金制度を採用しております。
　確定給付制度に係る負債又は資産は、確定給付制度債務の現在価値から制度資産の公正価値(必要
な場合は、資産上限額の影響を考慮する)を控除した金額で認識しております。
　確定給付制度債務の現在価値は、予測単位積増方式を用いて算定しております。この算定に用いる
割引率は、将来の給付支払見込日までの期間を基に割引期間を設定し、割引期間に対応した期末日時
点の優良社債の利回りに基づいております。
　確定給付負債又は資産の純額の再測定は、発生時にその他の包括利益として認識し、即時に利益剰
余金へ振り替えております。過去勤務費用及び清算損益は純損益として認識しております。
　確定拠出年金制度の退職後給付に係る費用は、従業員が関連するサービスを提供した時点で費用と
して認識しております。

　当社グループは、IFRS15号に従い、以下の５つのステップアプローチに基づき、収益を認識してお
ります。
　　ステップ１：顧客との契約を識別する
　　ステップ２：契約における履行義務を識別する
　　ステップ３：取引価格を算定する
　　ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
　　ステップ５：履行義務の充足時に(又は充足するにつれて)収益を認識する

　当社グループは、ハム・ソーセージ、加工食品、食肉及び乳製品等の販売を行っております。
　顧客に対する製品の販売契約については、顧客へ製品を引き渡した時点で、製品への支配が顧客に
移転し、履行義務が充足されることから、当該時点で収益を認識しております。
　収益は販売契約における対価から販売数量又は販売金額に基づくリベートや値引等を控除した金額
で算定しており、顧客に返金すると見込んでいる対価を合理的に見積り、返金負債として計上してお
ります。
　また、当社グループが代理人として製品の販売に関与している場合には、純額で収益を認識してお
ります。
　製品の販売契約における対価は、顧客へ製品を引き渡した時点から主として１年以内に回収してお
ります。なお、重大な金融要素は含んでおりません。

①業績連動型株式報酬制度
　当社グループは、持分決済型の株式に基づく報酬制度として、役員向け業績連動型株式報酬制度を
導入しております。当該制度では、受領したサービスを付与日における当社株式の公正価値で測定
し、権利確定期間にわたり連結損益計算書において費用として認識し、同額を連結財政状態計算書に
おいて資本の増加として認識しております。なお、付与日における当社株式の公正価値は、観測可能
な市場価格を基礎に測定しており、予想配当を公正価値の測定に織り込んでおります。

②信託型従業員持株インセンティブ・プラン
　当社グループは、現金決済型の株式に基づく報酬制度として、信託型従業員持株インセンティブ・
プラン（以下、「本プラン」）を導入しております。本プランでは、受領したサービスを発生した負
債の公正価値で測定しており、付与日から信託期間満了日にわたり連結損益計算書において費用とし
て認識し、同額を連結財政状態計算書において負債の増加として認識しております。なお、当該負債
の公正価値は決済されるまでの期末日に再測定し、公正価値の変動を純損益として認識しておりま
す。
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(4)　収益認識に関する注記

1.　収益の分解

（単位　百万円）

2.　顧客との契約から生じた残高

192,436

15,598

758,429

加工食品

食肉

その他

合計

乳製品

1,972

1,370,553

66,081

1,366,881

244,039

3,672

　契約負債　　　　　　                                 11,448百万円

　返金負債　　　　　　                                  6,975百万円

39,984

392,235

68,053

39,982

23,781

39,724

23,781

12,194

236 -22

14,508

　当社グループは、契約に定められた請求スケジュールに基づき顧客から支払を受領してお
ります。
　契約負債は契約に基づく履行に先立ち受領した支払に関するものであり、契約に基づく当
社グループの履行により変動します。
　当連結会計年度において、過去の期間に充足した履行義務から認識した収益の額に重要性
はありません。

　契約負債の期首残高のうち、当連結会計年度に認識された収益の額は以下のとおりであり
ます。

28,167

713,464

180,463

35,231

　期首時点で契約負債に含まれていた金額　　　　      　　6,708百万円

　顧客との契約から生じた残高は以下のとおりであります。

2

加工
事業本部

食肉
事業本部

964124,623

ボールパーク
事業

-

計

130,551
ハム・
ソーセージ

　当社グループは、「加工事業本部」、「食肉事業本部」、「海外事業本部」、「ボール
パーク事業」の報告セグメントについて、財・サービスの種類に応じて、「ハム・ソーセー
ジ」、「加工食品」、「食肉」、「乳製品」、「その他」の区分に分解しております。

海外
事業本部

4,964

35,409

137,533

-

- 886,228

消去調整

11

1,676

連結

130,562

244,050

887,904

11
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(5)　会計上の見積りに関する注記

1.　繰延税金資産の回収可能性

2.　非金融資産の減損

有形固定資産 375,048百万円
使用権資産 43,728百万円
無形資産及びのれん 37,716百万円
減損損失 3,354百万円

①連結計算書類に計上した金額
　繰延税金資産　28,105百万円

②その他の事項
　繰延税金資産は、税務上の繰越欠損金のうち未使用のもの及び将来減算一時差異を利用できる課税
所得が生じる可能性が高い範囲内で認識しております。
　当該課税所得が生じる可能性の判断においては、将来獲得しうる課税所得の時期及び金額を合理的
に見積り、金額を算定しております。
　当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性があり、予測不能な
事態により実際に発生した課税所得の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌連結会計年度の連結
計算書類において、繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。
　また、当社グループは「国際的な税制改革-第２の柱モデルルール(IAS第12号の改訂)」の一時的な
例外規定を適用しており、経済協力開発機構(OECD)が公表した第２の柱モデルルールに関する税制か
ら生じる法人所得税に係る繰延税金資産及び繰延税金負債の認識及び開示を行っておりません。

①連結計算書類に計上した金額

②その他の事項
　 連結計算書類「（３）会計方針に関する事項」の７．非金融資産の減損に記載した内容と同一で
あります。
　なお、当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性があり、予測
不能な事態によりキャッシュ・フローの状況が見積りと異なった場合、翌連結会計年度の連結計算書
類において、非金融資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。
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（連結財政状態計算書に関する注記）

(1)　有形固定資産の減価償却累計額及び減損損失累計額 394,368百万円

（連結持分変動計算書に関する注記）

(1)　当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

発行済株式　　　普通株式　　　99,095,004株

(2)　配当に関する事項

①配当金支払額

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（注）

（金融商品に関する注記）

(1)　金融商品の状況に関する事項

(2)　金融商品の公正価値等に関する事項

（注）金融商品の公正価値の算定方法

(ⅰ)投資有価証券

(ⅱ)その他の金融資産

(ⅲ)その他の金融負債

　受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規定に沿ってリスク低減を図っておりま
す。当社グループの保有する有価証券等は、株価変動リスクに晒されております。当社グループは、毎
年年１回全投資銘柄につきレビューを行い、保有状況を継続的に見直しております。

　借入金等の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であり、借入金等の一部は変
動金利であります。金利変動リスクを管理するため、市場金利の動向を継続的にモニタリングしており
ます。

（単位　百万円）

帳　簿　価　額 公　正　価　値 差　　　額

　当社グループは、為替相場変動リスクを軽減するため、先物外国為替契約を利用しています。なお、
相場変動リスクの回避目的以外には、デリバティブ取引を利用しないことを方針としています。

　2025年３月31日（当連結会計年度末日）における帳簿価額、公正価値及びこれらの差額については、
以下のとおりです。なお、公正価値で測定する金融商品及び公正価値が極めて近似している金融商品に
ついては、下記の表に含めていません。

　これらは短期間で決済されるため、公正価値は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっております。

(ⅱ)社債及び長期借入金

②公正価値で測定する金融商品

　市場性のある投資有価証券の公正価値は市場価格を用いて測定しております。非上場株式及び投資
事業組合への出資金については適切な評価技法（マーケット・アプローチ、インカム・アプローチ
等）を利用して公正価値を測定しております。

（＊）社債及び借入金は連結財政状態計算書の有利子負債（流動負債及び非流動負債）に含まれていま
す。なお、一年以内に返済又は償還予定の借入金及び社債も含んでおります。

①償却原価で測定する金融商品

(ⅰ)現金及び現金同等物、営業債権及びその他の債権、営業債務及びその他の債務、短期借入金

　外国為替先物予約の公正価値は、先物為替レート等の観察可能な市場データを使用した契約期間に
基づく割引キャッシュ・フローモデルを用いて算定した価値により測定しております。

　外国為替先物予約の公正価値は、先物為替レート等の観察可能な市場データを使用した契約期間に
基づく割引キャッシュ・フローモデルを用いて算定した価値により測定しております。

　社債及び長期借入金は、将来キャッシュ・フローを新規に同様の契約を実行した場合に想定される
利率で割り引いた現在価値により測定しております。

社債及び借入金（＊） 142,348 137,155 △ 5,193

決 議 株 式 の 種 類 配 当 金 の 総 額
１株当たり
配 当 額

基 準 日

普通株式 13,376百万円 135.00円 2025年３月31日 2025年６月４日

配当金の総額には、役員報酬BIP信託が所有する当社株式に対する配当金15百万円及び日本ハム・グ
ループ従業員持株会信託（以下、「従持信託」）が所有する当社株式に対する配当金６百万円が含
まれております。

　当社グループは、事業活動を行うための資金需要に基づき、必要な資金を主に銀行借入や社債発行に
より調達しております。

効 力 発 生 日

2024年５月10日
取締役会

普通株式 12,251百万円 119.00円 2024年３月31日 2024年６月４日

決 議 株 式 の 種 類 配 当 金 の 総 額
１株当たり
配 当 額

基 準 日

効 力 発 生 日

2025年５月９日
取締役会
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(3)　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

（単位　百万円）

金融資産

純損益を通じて公正価値で

測定する金融資産

デリバティブ資産

負債性金融資産

その他の包括利益を通じて

公正価値で測定する金融資産

　資本性金融資産

金融資産合計

金融負債

純損益を通じて公正価値で

測定する金融負債

デリバティブ負債

金融負債合計

　レベル３に分類した金融商品の調整表

（単位　百万円）

期首残高

利益又は損失

純損益

その他の包括利益

取得

処分

連結範囲の異動による変動

その他

期末残高

（１株当たり情報に関する注記）

(1)　１株当たり親会社所有者帰属持分 5,299円55銭

(2)　基本的１株当たり当期利益 263円05銭

（注）

(注) 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。

　以下の表では、公正価値で測定する金融商品に関する分析を示しております。それぞれのレベルは
以下のとおりで定義されております。なお、非経常的に公正価値で測定する金融商品はありません。
　　レベル１：活発な市場における相場価格により測定された公正価値
　　レベル２：直接又は間接的に観察可能なインプットのうち、レベル１に含まれる相場価格以外の
              インプットにより算出された公正価値
　　レベル３：観察可能な市場データに基づかないインプットを含む評価技法から算出された公正価
              値

　公正価値ヒエラルキーのレベル間の振り替えは、振り替えを生じさせた事象又は状況の変化が生じ
た日に認識しております。
　なお、当連結会計年度において、公正価値ヒエラルキーのレベル１、レベル２及びレベル３の間の
振り替えはありません。

　レベル３に分類した金融商品の公正価値測定について、期首残高から期末残高への調整表は以下の
とおりであります。

3,587

147

- 1,595 - 1,595

3

△ 1,238

1,595 1,595-

400

△ 17

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

405

- 208 1,149 1,357

- 405 -

193 1,733

　１株当たり親会社所有者帰属持分、基本的１株当たり当期利益の算定において、役員報酬BIP
信託が保有する当社株式107,955株及び従持信託が保有する当社株式43,600株を自己株式として
処理していることから、加重平均株式数の算定において当該株式数を控除しております。
　希薄化後１株当たり当期利益については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため記
載しておりません。

2,882

-

21,736

19,810 806 2,882 23,498

　レベル３に分類される金融資産は、主として非上場株式及び投資事業組合への出資金であり、類似
会社の市場価格に基づく評価技法等を用いて算定しております。
　非上場株式及び投資事業組合への出資金の公正価値測定にあたっては、評価倍率等の観察可能でな
いインプットを利用しております。公正価値は営業利益倍率等の上昇(低下)により増加(減少)しま
す。

0

19,810
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（単位　百万円）

株主資本

株主資本等変動計算書
（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

36,2942024 年 ４ 月 １ 日 残 高

資本剰余金

利益
準備金

資本金
資本
準備金

その他資本
剰余金

237,067

株主資本
合計

繰越利益
剰余金

45,172

自己
株式

利益剰余金

△ 20,119

16,467

△ 12,251

16,467

△ 12,251△ 12,251

16,467

△ 4

事 業 年 度 中 の 変 動 額

当 期 純 利 益

剰 余 金 の 配 当

△ 20,119

(注) 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。

△ 148

△ 148

2025 年 ３ 月 31 日 残 高 7,678

固定資産圧縮積立金の取崩

剰 余 金 の 配 当

当 期 純 利 益

自 己 株 式 の 取 得

△ 148

229,597

△ 148

7,678

実 効 税 率 変 更 に 伴 う
固定資産圧縮積立金の減少

△ 15,296

△ 0自 己 株 式 の 消 却

自 己 株 式 の 処 分

自 己 株 式 の 取 得

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

△ 19,991△ 0

55,212

自 己 株 式 の 処 分

自 己 株 式 の 消 却

755

－

2024 年 ４ 月 １ 日 残 高

2025 年 ３ 月 31 日 残 高 36,294

△ 148

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計

221,919

627△ 15,775 △ 15,148－

△ 776131,18995,000

－

25

△ 15,548－

29,624

純資産合計

事業年度中の変動額合計

7,826

評価・換算
差額等合計

55,212

－

－

499

△ 20,119

16,467

△ 12,251

その他
有価証券評価

差額金

－－

244,893

－19,991△ 19,991

755 755

－

－

－

－

4

223

資本剰余金
合計

利益剰余金
合計

146,964726 2555,212

固定資産
圧縮

積立金

△ 1,403

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝ促進
積立金

6,041

そ　の　他　利　益　剰　余　金

別途
積立金

95,00055,212 0

△ 223

実 効 税 率 変 更 に 伴 う
固定資産圧縮積立金の減少

固定資産圧縮積立金の取崩

事 業 年 度 中 の 変 動 額

△ 227△ 0

－

評価・換算差額等

△ 0

7,826

6,041
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移動平均法に基づく原価法

移動平均法に基づく原価法

個   別   注   記   表

移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低
下による簿価切下げの方法により算定）

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１．資産の評価基準及び評価方法

期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資
産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算
定）

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

商品及び製品・仕掛品・
              原材料及び貯蔵品

子会社株式及び関連会社株式

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

(3) リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
を採用しております。

(2) 無形固定資産（リース資産を除く） 定額法
　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内におけ
る利用可能期間（５から10年）に基づく定額法

市場価格のない株式等

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

２．固定資産の減価償却の方法

定額法(1) 有形固定資産（リース資産を除く）
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ヘッジ手段 金利スワップ

ヘッジ対象 借入に係る支払利息

③ヘッジ方針

④ヘッジ有効性評価の方法

６．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

グループ通算制度を適用しております。グループ通算制度の適用

  特例処理によっている金利スワップについては､有効性
評価を省略しております。

・・・

・・・

  金利スワップは借入金の金利変動リスクを回避する目的
で行っております。

  原則として繰延ヘッジ処理によっております｡なお､要件
を満たしている場合には､金利スワップについては特例処
理によっております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

５．ヘッジ会計の方法 ①ヘッジ会計の方法

４．収益及び費用の計上基準 　当社は、ハム・ソーセージ、加工食品、食肉等の販売を
行っております。
　顧客に対する製品の販売契約については、顧客へ製品を引
き渡した時点で、製品の支配が顧客に移転し、履行義務が充
足されることから、当該時点で収益を認識しております。

３．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金   債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒
実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別
に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しておりま
す。

(2) 退職給付引当金 　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における
退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、計上してお
ります。
　なお、事業年度末において認識すべき年金資産が、退職
給付債務から未認識数理計算上の差異等を控除した額を超
過する場合には、前払年金費用として計上しております。

　また、数理計算上の差異は、各事業年度の従業員の平均
残存勤務期間以内の一定の年数(13から14年)による定額法
により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処
理することとしております。
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 連結注記表「収益認識に関する注記」に同様の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 関係会社株式

 関係会社株式評価損

 

関係会社貸付金

関係会社に対する貸倒引当金

 

　関係会社に対する貸付金の評価にあたっては、債務者である関係会社の財政状態が悪化し、債権の
回収に重大な問題が発生する可能性が高い場合に、個別に貸倒引当金を計上することとしておりま
す。当該貸倒引当金の金額算定においては、関係会社の事業計画等に基づき将来の支払能力を検討
し、回収可能金額を合理的に見積っております。
　当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性があり、予測不能な
事態により関係会社の業績が見積りと異なった場合、翌事業年度の計算書類において、関係会社貸付
金に対する貸倒引当金の金額に重要な影響を与える可能性があります。

２．関係会社貸付金の評価

１．関係会社株式の評価

(1) 計算書類に計上した金額

(2) その他の事項

(1) 計算書類に計上した金額

265,849百万円

　市場価格のない株式等の評価にあたっては、当該株式の実質価額が著しく低下し、かつ回復の可能
性が見込めない場合に、減損処理を行うこととしております。
　回復可能性の判断においては、関係会社の事業計画等に基づき将来の実質価額を合理的に見積り、
５年以内に実質価額が取得価額まで回復するかどうかを検討しております。
　当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性があり、予測不能な
事態により関係会社の業績が悪化し将来の業績回復が見込めなくなった場合、翌事業年度の計算書類
において、関係会社株式の金額に重要な影響を与える可能性があります。

　

55,225百万円

（会計上の見積りに関する注記）

（収益認識に関する注記）

(2) その他の事項

6,067百万円

　

254百万円
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 繰延税金資産

有形固定資産

無形固定資産

減損損失

　固定資産に減損の兆候が存在する場合には、当該資産又は資産グループの将来キャッシュ・フ
ローに基づき、減損の要否の判定を実施しております。減損の要否の判定単位は、他の資産又は資
産グループのキャッシュ・フローから概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位とし
ております。
　減損の要否の判定において、将来キャッシュ・フローの見積りにおいて長期成長率等の一定の仮
定を設定しております。
　当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性があり、予測不能
な事態によりキャッシュ・フローの状況が見積りと異なった場合、翌事業年度の計算書類におい
て、固定資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

３．繰延税金資産の回収可能性

(1) 計算書類に計上した金額

(2) その他の事項 　

　繰延税金資産は、税務上の繰越欠損金のうち未使用のもの及び将来減算一時差異を利用できる課
税所得が生じる可能性が高い範囲内で認識しております。
　当該課税所得が生じる可能性の判断においては、将来獲得しうる課税所得の時期及び金額を合理
的に見積り、金額を算定しております。
　当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性があり、予測不能
な事態により実際に発生した課税所得の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌事業年度の計算
書類において、繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

1,671百万円

221百万円

４．固定資産の減損

(1) 計算書類に計上した金額

(2) その他の事項 　

27,059百万円

27,085百万円
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（単位　百万円）

短期金銭債権 長期金銭債権

短期金銭債務

１．　有形固定資産の減価償却累計額

122,902百万円

（貸借対照表に関する注記）

30,118百万円

２．　保証債務

金　　額種　　類保　証　先

NH Foods Australia
Pty. Ltd.ほか４件

借入､取引保証 5,426

124,315百万円

３．　関係会社に対する金銭債権債務

84,434百万円
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１．　関係会社との取引高

２．　関係会社株式評価損（特別損失）

　関係会社株式評価損は、連結子会社である東北日本ハム株式会社の株式の実質価額が大幅に低下したこと

によるものであります。

（株主資本等変動計算書に関する注記）

（1）当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

　当事業年度末の自己株式の株式数には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式及び日本ハム・グループ従業

員持株会信託が保有する当社株式が含まれております。

（自己株式の内訳）

それぞれの内訳は、以下のとおりであります。

役員報酬BIP信託が保有する当社株式 当期首 当期末

日本ハム・グループ従業員持株会信託が保有する当社株式 当期首 当期末

（変動事由の概要）

主な内訳は、以下のとおりであります。

取締役会決議による自己株式の取得による増加

単元未満株式の買取による増加

役員報酬BIP信託の買取による増加

自己株式の消却による減少

役員報酬BIP信託に係る信託から対象者への株式給付等による減少

従業員持株会への処分による減少

（2）配当金の総額に含まれる信託が保有する自社の株式に対する配当金額

役員報酬BIP信託が保有する当社株式に対する配当金

日本ハム・グループ従業員持株会信託が保有する当社株式に対する配当金

28,733百万円

1,103株

37,453株

129,900株

107,955株

43,600株173,500株

（損益計算書に関する注記）

15百万円

21百万円

普 通 株 式

123,968株

163,504株

3,863,900株

3,863,900株

21,440株

売 上 高

仕 入 高

営業取引以外の取引高

649,257百万円

611,668百万円
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百万円

　当社は、グループ通算制度を適用しております。

　また、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　
2021年８月12日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

並びに開示を行っております。

２．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

　「所得税法等の一部を改正する法律（令和７年法律第13号）」が2025年３月31日に公布され、2026年４月

１日以後開始する事業年度より、「防衛特別法人税」の課税が行われることになりました。これに伴い、当

事業年度の繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用した法定実効税率は、2026年４月１日以後開始する

事業年度以降に解消が見込まれる一時差異等について、従来の31.0％から31.5％に変更されております。

　なお、この税率変更による影響は軽微であります。　

△ 230

△ 10

繰 延 税 金 負 債

繰延税金資産合計

△ 3,118

固 定 資 産 圧 縮 積 立 金

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

そ の 他

前 払 年 金 費 用 △ 215

19,538

△ 14,294

1,767

5,244

△ 377

△ 13,917

10,342

1,914

1,139

633

3,170

（税効果会計に関する注記）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰 延 税 金 資 産

573未 払 賞 与

△ 3,573

1,671繰延税金資産の純額

繰延税金負債合計

関 係 会 社 株 式

貸 倒 引 当 金

減 損 損 失

投 資 有 価 証 券 評 価 損

繰 越 欠 損 金

そ の 他

税 務 上 の 繰 越 欠 損 金 に 係 る
評 価 性 引 当 額

将 来 減 算 一 時 差 異 の 合 計 に 係 る
評 価 性 引 当 額

繰延税金資産小計

評 価 性 引 当 額
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（単位　百万円）

6,507

資金の援助
役員の兼任

23,023 資金の管理（注3）

3,351

9,941

-

関係会社
短期貸付金

11,000

12,394長期貸付金

関係会社
短期貸付金

長期貸付金 20,780

1,600

-

7,000

9,153

7,216

4,699

買掛金 商品の購入（注2）

　所有100%
資金の援助
役員の兼任
債務保証

6,399

2,200 長期貸付金

関係会社
短期貸付金

日本ハム食品㈱ 　所有100%
資金の援助
役員の兼任

 資金の管理（注3）

30,567

　所有100%
資金の援助
役員の兼任

 資金の貸付（注4)

22,940短期借入金15,106 資金の借入（注7）
資金の借入
役員の兼任

　所有100%

6,128
関係会社

短期貸付金
 資金の管理（注3） -

-
㈱ﾌｧｲﾀｰｽﾞ ｽﾎﾟｰﾂ

&ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ
　所有67.1%

資金の援助
役員の兼任

長期貸付金

Day-Lee Foods, Inc.

日本物流ｾﾝﾀｰ㈱

南日本ハム㈱ 　所有100%
資金の援助
役員の兼任

 資金の管理（注3） -

関係会社
短期貸付金

ﾌﾟﾚﾐｱﾑｷｯﾁﾝ㈱
資金の援助
役員の兼任

　所有100%

日本ﾋﾟｭｱﾌｰﾄﾞ㈱ 　所有100%

 資金の管理（注3）

関係会社
短期貸付金

-
関係会社

短期貸付金

 受取配当金（注5）

 商品の売上（注2）

日本ﾊﾑﾌｧｸﾄﾘｰ㈱ 　所有100%

東日本ﾌｰﾄﾞ㈱ 　所有100%
商品の販売
役員の兼任

ｼﾞｬﾊﾟﾝﾌｰﾄﾞ㈱ 　所有100%
商品の購入
資金の援助
役員の兼任

商品の購入
資金の援助
役員の兼任

 資金の貸付（注4)

 資金の管理（注3）

 商品の購入（注2）

日本ﾊﾑﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ㈱ 　所有100%
商品の販売
役員の兼任

 資金の管理（注3） -

売掛金

15,363

関係会社
預り金

12,926

関係会社
預り金

売掛金

売掛金

 商品の売上（注2）

11,857

12,248
西日本ﾌｰﾄﾞ㈱ 　所有100%

商品の販売
資金の預り
役員の兼任

 商品の売上（注2） 99,329

科目 期末残高

3,708

19,328159,180 売掛金

137,788

14,547

関係会社
預り金

15,852-

（関連当事者との取引に関する注記）

属性 会社等の名称
議決権等の所有

割合(注1)
取引の内容

関連当事者
との関係

取引金額

131,203

関東日本ﾌｰﾄﾞ㈱ 　所有100%
商品の販売
資金の預り
役員の兼任

中日本ﾌｰﾄﾞ㈱ 　所有100%
商品の販売
資金の預り
役員の兼任 -

 商品の売上（注2）

 受取配当金（注5）

 資金の管理（注3）

 商品の売上（注2）

 資金の管理（注3）
子会社
（注8）

売掛金 9,449

39,920

69,028

2,603

関係会社
短期貸付金

買掛金

買掛金329,324

-

79,570

関係会社
短期貸付金

8,647

9,616長期貸付金

43,369 7,182

 資金の貸付（注4) 長期貸付金

 資金の管理（注3）

88,976

-

1,000

 商品の購入（注2）

商品の購入
資金の援助
役員の兼任

資金の援助
役員の兼任

-

 資金の貸付（注4)

5,891

 資金の管理（注3）

日本ﾌｰﾄﾞﾊﾟｯｶｰ㈱ 　所有100%

-

 債務保証  （注6）

日本ﾎﾜｲﾄﾌｧｰﾑ㈱ 　所有100%

日本ｸﾘｰﾝﾌｧｰﾑ㈱ 　所有100%
資金の援助
役員の兼任

 資金の貸付（注4) 6,000

 資金の管理（注3）

 資金の貸付（注4)

NH　Foods  Australia
Pty.　Ltd.
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(注 1)　上記の議決権等の所有割合には､子会社による間接所有の議決権を含んでおります。

(注 3)　当社はグループ内の資金管理の効率化を図ることを目的としてキャッシュ・マネージメント・システム（以下、「CM

　　　　S」）を導入しておりますが、CMSを用いた資金取引について取引の内容ごとに取引金額を集計することは実務上

　　　　困難であるため、取引金額は記載しておりません。なお、利率その他の条件は、市場金利を勘案して合理的に決定して

        おり、担保の受入、提供は行っておりません。

(注 4)　利率その他の条件は、市場金利を勘案して合理的に決定しており、担保の受入、提供は行っておりません。

        決定しております。

(注 7)　利率その他の条件は、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

(注 8)　子会社の長期貸付金に対して、合計 6,067百万円の貸倒引当金を計上しております。また、当事業年度において、

　　　　合計 584百万円の貸倒引当金繰入額を計上しております。

(注 9)　取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております（関係会社短期貸付金、長期貸

        付金、関係会社預り金を除く）。

①　１株当たり純資産額

②　１株当たり当期純利益

役員報酬BIP信託に係る取引について

信託型従業員持株インセンティブ・プランについて

(注)　記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。

　当社は、取締役等を対象に、取締役等の報酬と当社の業績及び株主価値との連動性をより明確にする業
績連動型株式報酬制度として役員報酬BIP信託の仕組みを採用しています。当該信託契約に係る会計処理
については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応
報告第30号 平成27年３月26日）に準じております。

(1)取引の概要
　本制度は、役員報酬BIP（Board Incentive Plan）信託（以下、「BIP信託」）と称される仕組みを採用
します。BIP信託とは、欧米の業績連動型株式報酬（Performance Share）制度及び譲渡制限付株式報酬
（Restricted Stock）制度と同様に、役位及び業績目標の達成度等に応じて、当社株式及び当社株式の換
価処分金相当額の金銭を取締役等に交付及び給付する制度です。

(2)BIP信託に残存する自社の株式
　BIP信託に残存する当社株式を、BIP信託における帳簿価額により、貸借対照表の純資産の部に自己株式
として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当事業年度520百万円、107,955株であ
ります

(1)取引の概要
　当社は、2020年５月11日開催の取締役会決議により、当社グループ従業員に対する当社の中長期的な企
業価値向上へのインセンティブの付与を目的として、「信託型従業員持株インセンティブ・プラン」（以
下、「本プラン」)を導入しています。本プランでは、当社が信託銀行に「日本ハム・グループ従業員持
株会信託」（以下、「従持信託」）を設定し、従持信託は、その設定後一定期間にわたり持株会が取得す
ると見込まれる数の当社株式を予め取得します。 その後は、従持信託から持株会に対して継続的に当社
株式の売却が行われるとともに、信託終了時点で従持信託内に株式売却益相当額が累積した場合には、当
該株式売却益相当額が残余財産として受益者適格要件を満たす者に分配されます。なお、当社は、従持信
託が当社株式を取得するための借入に対し保証することになるため当社株価の下落により従持信託内に株
式売却損相当額が累積し、信託終了時点において従持信託内に当該株式売却損相当の借入金が残った場合
は、当社が当該借入金を弁済することになります。

(2)従持信託に残存する自社の株式
　従持信託に残存する当社株式を、従持信託における帳簿価額により、貸借対照表の純資産の部に自己株
式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当事業年度195百万円、43,600株で
あります。

(3)総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額　当事業年度126百万円

(注 2)　価格その他の取引条件は、市場の実勢価格を勘案して交渉の上決定しております。

(注 5)　当社関係会社配当方針に基づく配当金であります。

(注 6)　銀行からの借入につき、債務保証を行っております。なお、保証料は金融機関等における一般的保証料率を勘案して

（１株当たり情報に関する注記）

2,320円77銭

162円94銭

　１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定において
役員報酬BIP信託及び日本ハム・グループ従業員持株会信託が保有する当社株式を自己株式として処理し
ていることから、加重平均株式数の算定において当該株式数を控除しております。
　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため記載
しておりません。
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